
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員Ａ 15 10 15 15 15 70 訳の分からない怖さを感じたので全体的に高めの得点にしています。父親は壁から顔
が生えてくることを知っているみたいで、それが日常になっているのがさらに怖さを感じ
ました。気になるのはいつから顔が出てくるのか。主人公はその家に生まれたときから
いるのか。それがちょっと気になりました。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員B 13 12 13 14 12 64 まさしく霊に物理攻撃ですね。力の弱い霊なのか一撃でやれるのは爽快感さえ感じまし
た。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員C 15 17 17 18 17 84 これは斬新でユーモアと新しさを大きく評価したいですね確かに感触を感じたのならそ
れは幻では無い？はずですそして明らかにそれを知ってる父がまた良いキャラしてます
ね その内慣れたら一体どうなってしまうのか？もしかしたら家の守り神なのか？一家の
マスコット的存在のようにも思えました！慣れることによってこの後どう展開してゆくのも
個人的には気になるところです

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員D 15 11 13 14 15 68 お父様には慣れるほどずっと前から認識されていたにも関わらず、投稿主が一度も叩
き潰す音を聞いていないのは不自然に感じた。どんな顔なのか、どれくらいの大きさな
のか、衝撃を受けた割に一切描写がなくて残念。
そもそもが想像しづらい状況のため多少なりとも想像しやすくなるよう描写を丁寧にして
ほしかった。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員E 18 18 20 20 18 94 新しさもユーモアも有って短い文章なのによく纏まっています。お父さんが主人公が叩く
音を聞いただけで叩き潰したと理解して声を掛ける。そして最後にお父さん自身が叩き
潰した音で主人公がお父さんも見えているのが分かる流れ。秀逸です。タイトルの付け
方も上手いです。叩き潰した後の顔が壁にめり込む様子が怖かったです。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員F 12 14 14 15 15 70 非常に文章力のある方だな、と率直に思いました。書き出しの文面も然ることながら、
話にどんどん引き込まれる面白さ、鋭さが高く評価出来る作品です。表現の仕方も非常
に面白く、結構好きな作品です。どう見ても明らかに怪奇現象なのに、鞄で思い切り叩
いて幻だと無理やり思い込むご本人もご本人だけど、「今に慣れるさ」と冷静に、何て事
のないような態度のお父さんにも笑えてしまいます。次回、ぜひ長編にも挑戦してもらい
たいですね。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員G 15 15 13 10 13 66 もう、冒頭からマックス！結論である怖い部分から始まる短編…とても面白く読ませて
頂きました。冒頭でしっかり掴まれた感が心地良いですね！壁から出てくる物を潰した
時の描写…何とも言えない不気味さが私はとても良かったです。もちろん体験はしてい
ない私ですが、その言葉の臨場感で怖さや不気味さが増して来ます。又体験者さんの
行動を全て知っていたと思わせる父。そしてその後の反応…その後、叩き込まれる様に
襲ってくる怖さも秀逸でした。内容の怖さも良かったですが、文章の描写が光るお話し
だったと思いました。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員H 15 15 15 20 20 85 物理で解決していくパワー系怪談。この怪談大好きです！！！私は高めの点数をつけ
させて頂きました。キモチワルイ描写が素晴らしく、登場人物の魅力も含めて文章構成
の上手さを感じました。少年漫画のようなスピード感で「突如始まってしまった怪異生
活！！」の表現の上手さと、すべてを知っていそうな父親の登場。怖い現象なのに脳裏
に焼きつく展開が最高です。続きがあるならかなり読みたい。この怪異との生活がどう
展開するのか知りたいです。コミカライズして欲しいと思いました。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員I 14 12 10 10 14 60 お父さんはなぜお子さんも顔に遭遇したことにきづいたのでしょう。同じ顔が現れて潰さ
れているのでしょうか。慣れるではなく引っ越せばと思うのですが、お父さんの感覚が顔
が現れることよりも怖いです。

93 ばぁん 猫科狸 一般審査員J 18 15 15 3 20 71 まさかのお父さんも見えているオチに怖さを感じました。「時期に慣れる」という事はお
父さんは前々から見えていたという事実も怖いと感じました。壁の顔の正体は何なので
しょうね。気になりました。

合計 150 139 145 139 159 732

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員Ａ 10 15 13 13 12 63 IT業界にも怖い話があるのはよくあることなので、その類の話は読むのは貴重だったの
で新しさの項目を高めにしました。新村さんがさも当たり前みたいにお札をプロセッサー
部分に貼る行為をするのが気味が悪く、過労死した社員の念は簡単には消えないと改
めて感じました。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員B 12 12 10 10 10 54 祟りはPCが動かないってことだけならいいのですが、なんの目的で動かなくしてるのか
が気になります。霊がPCについてそうしてるのなら、お札を付けないで放置したら別の
ことが起きてしまいそうな気がします。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員C 14 14 14 11 14 67 まるで過労〇をした前任者が宿って居るような謎のパソコンですね長年愛用した物には
念や魂が宿る...唐傘お化けの現代版のようでユーモアと新しさを高めとしました、この
パソコンの新しい主は無事に過ごせるのか？それとも次の犠牲者となってしまうのか？
新しい展開に期待を込めて新しさはやや高めにしました

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員D 13 11 15 16 16 71 実際にこういう仕事が本当にあるのか、と都市伝説的な話でとても興味深い。一方、シ
ンプルにPCの中にお札のような紙が挟まっていたら煤けて不具合も起こすのでは？と
いう疑問も大いにわいてくる。
実際にあったら面白いが、少々非現実的すぎて少し白けてしまった。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員E 13 15 20 15 20 83 パソコンというデジタル機器とお札というアナログの融合で面白いです。新しさと意外さ
を高く付けました。しかし、パソコンが調子が悪くなるだけでは、怖さは感じられなかった
です。お札を貼っている方が熱をもってしまって悪いような気がしてしまいました。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員F 11 10 12 12 13 58 最初、タイトルだけではパッとイメージ出来ないお話という点で興味をひかれました。PC
が話に出てきて、なるほど、製品番号か、と思いましたが、お話にまさかお札が出て来
るとは！PCという現代的な機器に相反してアナログなお札、というミスマッチが意外性
があり面白いです。新村さんが仕事として淡々とお札を貼り替える姿を想像すると、ヒト
コワ的な感じもしてブラックユーモアを感じさせる作品でした。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員G 15 10 13 10 15 63 「えー、そんな事あるの？」が最初の感想でした。怖すぎですよね…しかもまだ使用しな
いといけないみたいですし。しかもそんなPCになった経緯も怖い…そして当たり前の様
にお札を貼り替える様子。全てが怖かったです。でもやはりその様な事になった経緯を
考えるととても悲しく辛い気持ちにもなり、なんとも言えない怖さの中の悲しさでした。文
章も無駄がなく簡潔に纏っており怖さを変に煽る様な描写もなくスッキリと怖さを体感し
たお話で良かったと思います。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員H 20 15 15 15 15 80 高スペックでも絶対に絶対に使いたくない呪物。確定申告のシーズンにぴったりの怪談
で文章構成も上手く、最後まで楽しく怖かったです。怖い要素が上手く構成されていると
思います。お札を貼る業務という厭な業務が入っているのも良きです。パソコンの減価
償却年数を考えると２年以内の過労死じゃんーー！！とか、「3564」の数字が良くない
語呂合わせになるのでは？？とか考察が楽しめました。新村さんは何者なのか、素手
で交換しているのか、新村さんは無事なのか。登場人物を魅力的にさせる設定と新村さ
んの情報量の少なさ。ぐっときました。…創作ですよね？実話なら怖すぎる。

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員I 12 10 14 12 16 64 そのパソコンが貸し出しに出されることが怖いです。わかっていて貸し出されたのか貸し
出す予定ではなかったのだが知らぬ間に貸し出されてしまったのか。。。パソコン減価
償却まで使わずにおいておけばいいのになと思ったお話でした

123 N-3564 ホームタウン 一般審査員J 20 18 20 3 20 81 すごくリアルで怖かったです。自分が勤めていると想像したらすごく嫌な気持ちになりま
した。滅却処分までの二年間のうちに何もないといいなと思いました。お札を貼ってある
ものが会社にあるのも不気味で周知されているのも怖いと思いました。

合計 140 130 146 117 151 684

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員Ａ 5 5 8 8 8 34 たぶん、ヒトコワの分類の話になるのかな？　何もやらないのでちょっと、気味が悪いけ
ど、そこまで怖い話にはならないと思うので、全体に低い得点にしています。自分が横
になって、相手はつま先立ちで見下ろす。そりゃ、上から見下ろされる気分になるんだろ
うな。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員B 15 12 13 13 15 68 すごくトリッキーで不思議な話ですね。裸で立たせて、つま先立ちで見下ろすってなんか
変だなと思ってたら、さらに150cm位なのにつま先立ちになるとデカくなるって、思いつく
のは足がもの凄くデカくて50cmくらいの靴を履いてたか、どうか知りたいです。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員C 11 13 15 15 15 69 不思議ですねまるで妖怪のような人？なんですかねたまに実際の身長よりも高く感じる
人はいますよね、その人の後ろのオーラ的なものとかでドンっ！とこういう専門職の方
は霊感が強かったり感受性が豊かだったりというよく聴きます、最初はただ単に風変わ
りなお客さんの一人に過ぎないと感じましたがナニをしでかすか分からないような方って
1番怖いですよね そういう意味では怖さや意外さを高くしました

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員D 13 13 15 11 15 67 気持ちが悪いし得体の知れない者と二人きりで個室にいないといけない恐怖を考えると
鳥肌が立った。人でないモノであれば、目的は何なのか。何故彼女なのか。目で見た身
長より大きくなるのは何故なのか。何度読んでも気味が悪くて理解ができないところがと
ても面白い。個人的に今回の中で一番好みの話だった。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員E 15 10 18 15 18 76 不気味な話ですが、怖さは感じなかったので、怖さを低くしました。男の特徴や「人じゃ
ない」と思う根拠がもっと書かれていたら全体的に高く付けられたと思います。最後に
「人じゃない」を持ってきた方が怖さが引き立つと思いました。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員F 11 12 13 13 14 63 ヘルスに現れる変な客は、おそらく人じゃないモノで、ただただ背の高いAちゃんを見下
ろしてくるだけ…。気持ち悪さ、という意味では怖さもありますが、それ以上にユーモア
さ、意外さを感じさせる作品ですね。自分よりも背が低いはずの人じゃないモノに見下ろ
される背の高い女性の気持ちはどんな感じなんだろう。嫌だ、という気持ちはなんとなく
わかるけれど、背の低い私は具体的に聞いてみたい。人じゃない男性らしきモノはきっ
と見栄っ張りなんでしょうね。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員G 18 14 15 10 15 72 体験者さんと同じ女性として普通にめちゃくちゃ怖かった。ただの怖さでは無く“気持ち悪
い怖さ”そして後味の悪さもあり、なんとも言えない気持ちになりました。最初は人怖か
なぁ？なんても思ったのですが、最後の異変の件から、ゾゾッ〜としてしまいました。文
面も簡潔に纏められているのに、しっかり怖さもあり又話しの意外性もあったのでその
点では高評価にしました。また何故その霊が彼女を指名して上から眺めてるだけなの
か⁈考察も色々と考えられ、何か思い当たる何かがあるのか？他に体験してる人がい
たのか？など、膨らませると長編でも楽しめそうだなぁとも感じました。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員H 15 5 5 5 15 45 この「憑きモノ」は嫌だなぁ…。「月もの」のように毎月やってくる気持ち悪さが引き立つ
いい文章になっていると思います。個人的にセックスワーカーの怪談は念を強く感じる
ので大好きです！お話は閉鎖的な空間での怪異だけでも恐怖なのに40分という時間が
書かれている事で、めちゃくちゃ怖さが増しました。小さな男が生き霊なのか、妖怪なの
か。丁寧に毎月指名してくる点など、考察も味わえる、美味しい怪談だと思います。

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員I 12 13 15 16 17 73 ちょっとくすっとしちゃいました。人ではない方、ちゃんと指名の連絡してお金払って。。。
どうなってるのでしょう。めちゃくちゃ不思議です。何もしなくてよくて楽は楽なんでしょう
が、見下ろされるだけでも怖いのに実際は小さい人が見下ろしてくるのは本当に怖いか
もです

81 見下ろす男 蟹江ウメサワー 一般審査員J 15 15 20 3 16 69 とても不気味な話だと感じました。何のためにAさんを指名して見下ろしているのか不思
議かつ不気味で気持ち悪いですね。「あの人人じゃない」という部分もゾワってしまし
た。

合計 130 112 137 109 148 636

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員Ａ 14 12 14 11 10 61 なんで炎に包まれながら滑り降りてきたのか。それが分からないなと思いました。まぁ、
いきなりそんな人を見たらビビると思うけど、近くにあったバンガローの跡地に出てくる
のではなく、ナイトスキーをやっていると遭遇するというのが不思議だなと思いました。タ
イトルを炎のスキーヤーではなく、「松明」とかにしても面白いかなと思います。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員B 13 13 12 12 12 62 燃えた人が滑ってきたらめちゃくちゃ目立つと思うし、主人公達しか見えてないのだとし
ても光のデカさですぐ気づくと思うし、いろいろ力技な話ですね。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員C 14 13 15 11 14 67 ヒューマントーチとでもネーミングしましょうかね物理で力業の怖さがあるのでそこは高
めとしました 見間違いは日常誰でもあると思いますが、見間違いはあくまで見間違いで
あってほしいと強く願います燃えてみえただけか？その人は平気？なのか色々疑問が
湧いては消えますが野暮ってものですかね もしかしたら幽霊の類いでは無くUMAかも
知れません

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員D 14 16 16 17 12 75 今回の中で個人的に一番怖かった話。火事に遭った人がなぜ燃えながらスキーをして
いる？そこまでスキーをしたかったのか？助けを求めにスキーを使うことを考えたの
か？などの想像が止まらない。実際にそこまで明らかな怪異が目の前に現れたらきっと
自分もぽかんと見送ってしまう気がした。その分リアルで面白い話だった。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員E 20 15 15 10 10 70 夜の雪山で炎に包まれたスキーヤーが近づいて来る恐怖は想像するだけで怖いです。
怖さを高く付けました。タイトルで、ある程度想像出来てしまったので意外さは低くしまし
た。タイトルを捻った方が意外さを高く付けられたと思います。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員F 11 8 10 9 11 49 雪山での幽霊話というのは割とありますが、スキーヤーの話、というのは案外聞かない
ような気がするので興味深く感じました。バブル期、確かにスキーは流行り、自分も良く
スキーに行っていたクチなので、当時を思い出しながらお話を想像させていただきまし
た。全身炎に包まれた人が突然現れたらとても怖いですね。文面で、書き出しの部分は
とても良いと思いました。ただ、だが、あるスキー場で…というところは、冒頭の『だが』
はいらないかな、と思います。後、松明にしても…という箇所は松明だとしても…という
ようにするともっと良くなるかな、と思います。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員G 15 10 13 10 10 58 全体的なお話の構成がとても読みやすかったです。事実起こった事の描写が淡々とし
ていてスッキリとした中に怖さがあり面白く拝読させて頂きました。また内容がスキーで
滑走してくる様や、迫り来る描写がドキドキして想像しながら読みました。全身炎に包ま
れた人は一体何があったんだろう？色々考察していた所で最後の原因と思わせる一
分。なるほどそうかぁ！と納得。読み手も原因が分かり着地出来てモヤモヤせず完読で
きました。しかし自分が山でそんな体験をしたらめちゃくちゃ怖いだろうなぁと。ウィン
ターシーズンちょっと怖くなりました汗

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員H 10 15 10 15 10 60 さすがバブル期の亡霊。登場の仕方がド派手すぎる。バブル期という時代設定が良い
です。夢現な時代が怪談の魅力が増す気がしました。当時は定番のスキー場が舞台
で、この季節にぴったりの怪談ですね。読みやすい状況説明でスッと内容に没入できま
した。ゲレンデの白色に映える、焼死炎の対比がとても描写映えする怪談に仕上がって
いると思いました。怪談の内容ではなく、霊自体がスピード感があるんかーい！と怖さ
の中にユーモアがあって良かったです。

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員I 12 10 12 10 10 54 死んだ時の状況を繰り返しているという話はよく聞きますが成仏できてないということで
すよね。心が痛みますね。炎に包まれる人間は怖いです。死者が永遠に繰り返すその
現場を見るのは本当に怖いと思います。ずっと終わらないから何回見てしまうかわから
ないですもんね

192 炎のスキーヤー 平中なごん 一般審査員J 15 17 15 3 10 60 死んだときのことを繰り返すと言うのを聞いたことがありまさにそのときの出来事を繰り
返して苦しんでいるのかなと怖さや悲しさを感じる話でした。ただ、火達磨で焼けている
のにスキーできるの器用だなぁと冷静にもなりました。

合計 138 129 132 108 109 616

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員Ａ 15 12 12 12 12 63 何気ない日常の中で体験する話は怖い。右耳から急に男性の声が響き、直感で横を向
いてはいけないと感じながら夫とのやり取りを続けるのはストレスあるなと思いました。
そして、あとから右耳の聴力は失っていると気が付いた時にもう一回やってくる恐怖。二
段階で恐怖がやってきたため、怖さ部門の得点を高めにしました。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員B 13 15 15 12 12 67 右から声がしたのを聞こえないはずの右耳で聞いたという事なら、左耳を塞いだら霊の
声だけが聞こえてくるということですよね。そしたらマジで怖い事になりそうですね。ため
すのであれば結果を教えてほしいですね。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員C 14 16 14 13 16 73 自宅というのは本来なら一番休まる場所のはずですが、不意に聴こえるはずの無い声
が聴こえてくるのは怖さポイント高めにしましたラストの聴覚を失ってしまうというのは聴
こえてしまったから失ったのか？失う事を知らせたのか？真相は闇の中なのがまた得
体の知れないイヤらしさを感じました。その点では新しさを加点致しました

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員D 9 12 9 9 13 52 わかりやすい文章でさらっと読めて短編らしいいい話。聴力を失っている側で聞こえた
何者かの声が聞き取れなかったのは本当に聞き取れなかったからか、聴力を失ってい
たから余計聞き取りづらかったからなのか想像すると一気に不思議になる。日常の良く
ある場面で突然怪異に襲われると人間は意外と冷静に行動できるのか、というのがよく
伝わってきて面白かった。　

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員E 20 10 18 10 20 78 最後の「右耳の聴力を失っている」でゾッとしました。怖さと意外さを高くしました。五感
の何かを失うと他の感覚が鋭くなると言いますが、主人公は霊感なのかと想像しまし
た。しかも聞こえない右耳で聞こえたのは怖いです。呟かれた言葉の表現が「？？？」
より「◯＃✕？△…」のような表現にした方が言葉にならない感じが出たと思いましたの
で鋭さを低くしました。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員F 12 11 12 9 13 57 最後の、右耳の聴力を失っている、の一言で、グッと本当の怖さを感じさせる表現は非
常に良かったと思います。さりげない日常の生活の中で起こった出来事、という感じが
文面から読み取れ、文体もしっかりまとめられていると思いました。後半の転、のところ
の私はこれにずっと違和感を感じていました、のところは、これ、が何を指すのかが少し
分かりにくいので、私はこの出来事に、や、この事に、というような表現に置き換えると、
もっと話がスッと入ってきやすくなるかな、という風に思いました。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員G 13 10 10 10 15 58 少し情景が分かりにくいですが、旦那さんとのたわいもない日常会話の中で不意にそん
な声が聞こえてきたら恐怖ですよね…自分だったらと思いながら読んでいたのでぞっと
しました。意外性を高く評価したのは最後の結末です！まさかそんなオチだったとは…
ビックリしました。なので尚の事色々と考察しがいのある短編ではないでしょうか。前か
らそういった事があるのか？その後もあるのか？又建物や土地に何かあるのか？色々
と考えてしまいます。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員H 15 10 5 5 15 50 ラスト2秒で恐怖に堕とす怪談。かなり完成度の高いショート怪談ではないでしょうか。
文頭で登場人物の状況が見え、するっと脳内再生されました。何気ない日常の温度感
に、じわりと冷える「野太い男性の声」、「肩に感じる気配」日常のワンシーンから一気に
緊張感が増し、ラスト2秒でやられました！！その後の結末が見えないのも良いスパイ
スになっていると思いました。テキストでも、読み上げでも、映像でも映える良き怪談と
思います。このお話が創作であるなら「新しさ」を感じる要素があると、もっと得票に繋
がったと思います。

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員I 15 12 13 10 15 65 聴力がないということは頭の中にということでしょうか。そう思うとめちゃくちゃゾッとしま
した。しかも慣れたということは今回限りではなく。。。頭の中に何が住み着いているの
でしょうか

53 聞こえるはずが無いのに 夫はチベットスナギツネ 一般審査員J 10 10 10 5 15 50 終わりの展開にゾワっとしました。右肩？に乗っている顔の正体は何なのか気になりま
した。全体的にはあまりインパクトは感じなかったのであまり点数はついていません。

合計 136 118 118 95 146 613

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員Ａ 10 12 15 12 15 64 人の死を目の前で見たらショックで記憶が無くなってしまうという話は聞いたことありま
すね。「ねえ、今日でいい？」というセリフがいろいろな意味を含めていて気味が悪く、主
人公も屋上に立っているのがまるで呼ばれているのかなと思いました。怖さの部門は低
くしていますが、新しさや意外さの部門は高くしています。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員B 10 12 12 12 13 59 今日でいいって誰に聞いたのかを考察すると主人公に取り憑いている悪霊に聞いてい
てY子さんに自殺を促していたんじゃないかなと思いました。生贄じゃないけど他の人を
捧げないと自分が持っていかれるって感じです。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員C 15 17 16 13 16 77 まるで詩のようで読むのが心地よかったです それも相まってあまりに唐突に終わる命
に鋭さと怖さを感じたのでポイント高めにしました。幻聴なのか？否か？毎年聴こえてく
るその声で徐々に精神を蝕んでゆくまるで蛇のようなしつこさも感じそこが好きです 今
日である意味があるようですね

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員D 15 11 13 10 16 65 切れ味が鋭く面白い話だった。友人が誰かに呼ばれて飛び降りてしまったのか、病だっ
たのか一切不明。そして、投稿主を毎年呼び続けているのも理不尽で不可解。毎年の
繰り返しなのであれば、その間に何か手を打とうとは思わないのか、誰かに相談しない
のか、といった少々不自然さが読後感の悪さになってしまっているのがもったいない。
毎年目覚めたら屋上にいる、というのは不気味な反面少々滑稽で意外な終わり方だっ
た。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員E 18 15 15 15 15 78 毎年命日に「今日でいい？」と聞いて来る夢を見るのは怖いです。怖さを高くつけまし
た。タイトルも「今日でいい？」の方が怖いと思いました。「冷たいお米を弄びながら」が
いきなり出てきても情景が浮かびませんでした。屋上でお弁当を食べている描写を先に
持って来た方がいいと思いました。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員F 14 13 13 11 12 63 書き出しの台詞から話に入る形は案外少ないので、面白いな、と思いました。突然に訪
れた友人の死。そんな状況に立ち合ってしまったらこの話の主人公でなくても記憶はな
くなるかもしれない。ショートながら、情景描写が細かく書かれているので、読んでいてド
ラマや映画を見ているような感じでイメージが浮かびました。最後の目が覚めると屋上
に立っている、というのももしかして呼ばれているのかも、と考えると怖いですね。10月
秋手前の風が…という部分は、季節は秋、10月の風が強い日のお昼…というような感
じに書くとより良くなると思います。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員G 13 13 10 8 13 57 まず屋上という時点で何か嫌な予感を感じたお話し。怖いというよりも悲しいお話しでし
た。なぜその様な行動を投稿者さんの目の前でしなくてはならなかったのか？その行動
に至った経緯などは知らなかったのか？助けてあげられなかった自分など悔いが残っ
てしまいますよね…命日の日に毎年訪れる怪異。ずっとこの先も向き合っていかなけれ
ばならないのでしょうか？そしてその飛び降りる前の言葉にはどんな意味があったのか
…色々考えてしまいます。読み終わった後になんとも言えない気持ちになってしまいま
した。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員H 5 5 5 5 10 30 これぞ文学怪談。冷えきったお弁当、秋の冷たい風。物寂しい要素が美しく、急降下し
ていく恐怖が際立っている怪談だと思いました。友人の自殺という恐怖体験がいつまで
も終わらない後日談と、屋上に立つ投稿者という文末のまとめ方も美しいです。新しさ
はありませんが終始冷え切った内容と、まるで小説の冒頭のような引き込まれる内容
はショート怪談としての完成度の高さを感じました。

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員I 13 12 10 10 13 58 Y子さんはお友達を連れて行こうとしてるのでしょうか。そもそも友達ではないのでしょう
が、なぜ連れて行こうとされているのかも不思議です。連れて行かれないことを願うば
かりです

147 Y子 キツネたぬき 一般審査員J 20 17 10 3 10 60 まるで小説のような話だと思いました。でも展開も怖くて個人的には好みでした。最後の
「屋上に立っている」と言うところでは友達に連れて行かれそうになっていると言う事か
な？と想像してしまいゾワってしました。

合計 133 127 119 99 133 611

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

117 禁じられた遊び TK 一般審査員Ａ 14 12 12 14 12 64 短いながらもしっかりとした怖い話だなと思いました。自分の部屋に幽霊がいる場所を
探す遊びをやってしまい、あまりの怖さに気を失ってしまうのはあるあるなパターンだと
思いました。ラストの友達に伝えた内容と友達が訊いた内容が違うのはちょっと怖かっ
たです。本当に友達が言ったのか。もしかしたら、知らない男性が乗っ取ってしまったの
ではないかと考えてしまいました。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員B 13 13 12 14 12 64 まず、絶対にやっちゃいけないことをおしえてほしくないです！でも、霊が見える人はた
くさんいるんでDKさん全然、大丈夫です。安心してください。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員C 13 14 13 14 14 68 きっかけは些細な遊びが結果的に遊びじゃ済まない事例といった所でしょうか 言った方
と言われた方でまるで違うどちらが正しいのか？もうその謎の顔の霊に意識を乗っ取ら
れてしまったでしょうか？不気味なあと味の悪さ、怖さを感じました 霊はなぜそこに出た
のか？何を伝えたかったのか？まだまだその遊びを続けて欲しいです更なら展開を期
待しまう自分がいます

117 禁じられた遊び TK 一般審査員D 13 10 11 10 14 58 霊を見る方法は聞いたら試したくなる人も多く、このご友人も興味本位で試したのだろう
と思って読んでいたら、教えた本人はやるのを止めたといい、ご友人は勧められたと記
憶している。なんとも落語的でいいオチだと思った。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員E 15 13 13 20 13 74 既に何かに操られていたというのはよく聞くお話だったので新しさは低めです。その後も
ドアに浮かび続けているのか？その後が気になるお話でした。友達の仮称がDKは、あ
まり聞かないのでユーモアを高くしました。ショート怪談なので登場人物の書き分けをシ
ンプルにした方が文章が分かりやすいと思いました。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員F 8 8 9 9 11 45 一時期霊感テストというのが流行った事がありますが、それに似たような診断系に関わ
るお話ですね。自分の部屋のどこに幽霊がいるかを知る方法、実際にやってみたいで
す。でも、本当に霊が現れたらやはり同じように失神してしまうかもしれませんが。友達
からは絶対にやるな、と言われたはずなのに、DKさんは面白いからやってごらん、と反
対の事を言われたと認識している点が意外性がありました。途中の改行が気になりまし
たが、おそらく台詞部分になるからなんでしょうけれど、そこは「」を使う等の形にした方
がいいかな、と思いました。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員G 13 10 13 10 15 61 学生の時ってコックリさんしかり幽霊を呼び出したりする様な儀式的な遊びやりましたも
んね…でも今回のお話しの様な儀式は初めて聞きました。又話しの最後にお友達との
やり取りの食い違いなど、後半にグッと怖さが感じられました。またそこに意外性を感じ
たのでその点を高評価としました。これは部屋にいる霊に操られているのか、儀式が発
動した為なのか⁈色々と考察してみましたが、やっぱり安易にこういう事はやらない方が
良いよなぁと改めて感じた次第です。でも内容的には後半の部分の面白さもあり楽しく
読ませて頂きました。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員H 10 5 15 10 10 50 記憶に干渉してくる霊とか怖すぎる。ド定番の霊現象怪談と思っていたら、最後のオチ
で引き込まれました。登場人物の溌剌とした雰囲気からの恐怖オチは、上手くまとまっ
ており、不思議さも残るいい怪談だと思います。幽霊ダウジングするという設定も面白
い。淡々とした文章だからこそ、もう少し情報が欲しかったです。250文字というルール
の中、仮に友達をDKとします。の一文はもったいないです。文頭に「これは大学時代の
友達Dの体験談です。」にまとめてしまって、中盤の怖い描写を詳細にすると、もっと怖く
なったと思います。

117 禁じられた遊び TK 一般審査員I 12 10 12 10 12 56 その遊びをするまでは存在が認識できていなかったのに急には怖いですね。しかもそ
の存在に誘われた形ですよね。友達の言葉もかき消し誘ってきたその存在。存在を認
知して欲しかったんでしょうかね。一度認識したらもうずっと見ることになるのでしょう
か。怖いです

117 禁じられた遊び TK 一般審査員J 20 15 10 3 10 58 話が簡単でわかりやすいのにゾワっと鳥肌が立つような・・怖かったです。友達との会
話のズレも怖いと感じました。家にいた霊の仕業なのかなとも想像でき良かったです。

合計 131 110 120 114 123 598

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員Ａ 13 12 13 12 11 61 一人で運転しているけど、実は見えない何かがいましたよというあるあるな話だけど、
最後睨みつけてくるのは怖いと思いました。多分、体験した人の意識が助手席にいる子
供の霊に伝わったから睨んだんだなと。しっかりとした怖い話だったので平均的な得点
にしています。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員B 12 12 10 10 12 56 睨みつけられた次の日、同僚から昨日車の助手席ではしゃいでいたのはお子さんです
か？って聞かれる乗り移り系の霊の話にしても良いかなって思いました。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員C 12 14 13 11 13 63 電車の中でもたまに見る光景ですが、親の横で子供が土足のまま座席の上でジャンプ
をして興奮している子、何故注意しないのー？と疑問に思う事もしばしば。そもそもその
子は自分にしか見えて無いのかも知れないですね、その車両や車に取り憑いてる霊な
のか？それともその人に取り憑いているのか？勘づいてしまったら最後コチラに照準合
わせてくるのは鋭さと怖さがありました。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員D 12 11 12 14 11 60 現在チャイルドシートが義務付けられているため、助手席で子供がはしゃいでいる光景
はそもそも不自然。投稿主の年齢より、今から○年前と書いてもらえた方が、助手席で
はしゃいでいる子どもがいてもおかしくない状況と想像しやすくなると思った。
状況の不自然さに気づき、怪異を認識して恐怖が高まり、いよいよクライマックス！とい
うタイミングでしゅん、と尻すぼみな終わり方になってしまいとてももったいない。その子
どもが怒ったようだったのか、こっちに来ようとしているのか、どんな感情が感じられた
のか知りたかった。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員E 18 15 15 15 15 78 微笑ましい光景が違和感を感じた時にガラッと恐怖に変わる。好きな怪談です。そして
最後にこちらに気付いて邪魔をするなとばかりに睨みつけられる恐怖。怖さを高く付け
ました。お爺さんに付きまとっているのは何者なのか深堀したくなりました。しかし怖さ以
外は感じられずでした。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員F 10 8 9 9 10 46 たまたま目の前に止まった軽トラにおじいさんと孫が乗っている光景かと思いきや、子
供は実は霊で、その事に気づいた私を睨み付けてきた、というのを想像すると怖いです
ね。車に乗っている子供の霊のお話は割とよくある話で耳にもしますが、こんな風には
しゃいで跳び跳ねている子供の霊は珍しいかもしれませんね。おじいさんに関係がある
のか、はたまた車に取り憑いた霊なのか…。全体通して、句読点を入れた方がより読み
やすくなると思います。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員G 15 10 13 10 15 63 冒頭はおじいちゃんと孫のドライブ⁈その後何か起こるのかなぁ⁇と思いながら読み進め
ると孫と思しき子はこの世の者では無い⁇との展開に「怖っ」と一瞬で引き込まれたお話
しでした。悲しむとか泣いているとかでは無く“はしゃいでいる”という文面になんだか物
悲しさも感じてしまいました。はしゃいでいる姿なので本来は楽しいはずの描写なのに、
恐怖と悲しさが感じられ不思議な気持ちです。又おじいさんとの関係なども色々と考え
てしまいますね…。でも最後の“窓に張り付いていた”この一文で又何か得体の知れな
い恐怖に襲われ、その後はどうなったのか⁇と続きも気になるお話でした。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員H 15 15 10 5 5 50 不吉しかない、逢魔が時の恐怖体験。こわー！！目があうのは怖すぎる。状況説明の
文章構成も、投稿者さんの思考も、とても丁寧に描写されており、文章としての完成度、
恐怖への導入がとても上手い怪談だと思いました。ショート怪談の醍醐味である文末の
堕とし方も上手いと思いました。これは個人的な好みなのですが、最後の一文で「白い
顔の男の子」「少し透けた男の子」など色や質量が想像できる形容詞があると良いなと
思いました。

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員I 12 10 10 10 12 54 お爺さんとその子はどのような関係だったのでしょうね。たまたま乗り込んでしまっただ
けの子供だったのでしょうか。最後に睨み付けられたのは何故でしょう。見えたことすら
許せなかったのか。このまま子供はお爺さんと一緒にいるのかな。良い霊であってほし
いなと思います。お爺さんに甘えたいだけの

171 はしゃぐ子 ミヤカツ 一般審査員J 20 18 10 3 15 66 個人的にすごく怖さが唆られる話でした。オチもよく鳥肌がたちました。想像もしやすくて
良かったです。投稿主さんが自分を見ている事に気づいている点も怖かったです。

合計 139 125 115 99 119 597

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

152 かごめかごめ Dada 一般審査員Ａ 20 14 12 14 14 74 シンプルな話だけど、描写が想像できたので、1月期の中では一番怖い短編怪談だなと
思います。自分がかごめかごめの真ん中で蹲って見上げているイメージをしたのは多
分、意識が取り込まれてしまったのかなと思う。囲んでいる少女は全員黒目はやばいけ
ど、真後ろから少女の声がするのは怖い。怖さは満点にしました。絶対、真夜中にそん
な光景を目撃したくないです。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員B 15 12 13 10 12 62 公園に少女たちが見えない方が怖くなると思いました。公園を通るとかごめが聞こえて
きて頭に少女たちのイメージが入り込んできて最後に耳元で声がして振り返るとみたい
な感じの方が自分的には怖いです。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員C 15 17 16 15 16 79 遅い時間帯の公園、そして子供たちの目が空洞…から唐突に後ろから声が！想像した
らなかなかのホラーでした巻き込まれちゃってますね完全に。異界の者達でしょうか
ね？かごめかごめの歌は都市伝説でも色々と説があるようで吉原で遊女を選んでいる
説、徳川埋蔵金の在処説や、他にあると思います令和のこの現代にも意味や語源も分
からずに歌のみが伝承してゆくというのも不思議でいて不気味です

152 かごめかごめ Dada 一般審査員D 15 13 10 8 7 53 少女たちに呼ばれたのか、体験者の妄想なのか危ういラインかと思わせて最後声が聞
こえてしまうのは反則だと思った。自分が体験したら怖すぎる。初めは人数が曖昧だっ
たのに視点が変わったら突然具体的な人数を一瞬で把握できる冷静さは持ち合わせて
いるのが面白い。
「かごめかごめ」の歌詞が出てきた時点できっとこういうオチだろうな、と想像できてしま
いその通り終わってしまった。状況が不気味で面白だけに情感があまり伝わって来ず、
もったいないと感じた。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員E 15 15 10 10 10 60 童謡「かごめかごめ」にまつわる怪談は新しさは感じられなかったです。夜９時の公園で
かごめかごめをしている少女たちが怖かったのですが、その子たちでは無く主人公の
頭の中に浮かんだ光景という事で、恐怖が薄れた感じがします。この終わり方だと、童
謡を全て記載しないと成り立たないので、その分文字数が増えてしまって文字数に縛り
が有るショートでは限界が有るのかなと思いました。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員F 12 8 11 10 10 51 かごめかごめ、といった遊びは昔はよくやりましたが、今はそういう遊びをする子供も見
かけなくなりましたね。自分を囲む少女達の目が全員真っ黒、というのは想像すると、か
なり怖いですね。お話としては怖さもあるので、気になったところを幾つか。仕事帰り夜9
時ぐらいに、というところは、9時頃、にしてみる。私は公園の方を見ると、というところ
は、『私は』を省く。最後の急いで自宅に走って帰って行った、というところは、急いで自
宅に走った、で切るか、走って帰った、と書く。少しの事ですが、こういう書き方にする
と、鋭さももう少し上げられると思います。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員G 13 10 10 10 15 58 かごめかごめ…昔の遊び唄の歌詞は諸説ありますよね。でもどれも怖い意味合いなの
でそんな歌が夜の公園から聞こえて来たら不気味ですよね。冒頭から話しの情景が見
えてくるのでワクワクして読み進めました。何故子供が夜の公園でそんな遊びをしてい
たのか⁈曰く付きの場所なのか⁈色々な疑問や考察が浮かびます。なのでその辺も少し
触れると話しに深みが増して怖さも強調されるのかなぁ？と思いました。お話の最後の
件、自分の後ろから声が聞こえてきたのは本当にゾッとしましたし、私も読んでいてオチ
の展開がえ⁈となってビックリしたので意外性の評価を高くしました。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員H 5 5 10 5 10 35 「かごめかごめ」は都市伝説が多い定番の怪談ですが、投稿者さんの記憶でしょうか？
頭に浮かんだ映像が上手く混ざり強い恐怖を感じる内容になっていると思いました。読
みながら場面が想像できる描写をシンプルに表現できていると感じました。もし創作怪
談であるなら、定番怪談だからこそ、新しい要素が入ってるとより個性の強い印象的な
怪談に仕上がっていたと思います。実話なら気をつけてください。だって「かごめかご
め」ですから。

152 かごめかごめ Dada 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 いつの間にか輪の中に入ってたのでしょうか。ちょっとよくわからないだけで、少しも怖く
なかったです

152 かごめかごめ Dada 一般審査員J 20 15 12 3 15 65 最後のオチがそうくると分かっていても怖かったです。目が空洞になっている子どもたち
の正体は何者なのか気になりました。情景が浮かびやすくて分かり易かったです。

合計 140 119 114 95 119 587



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員Ａ 12 12 14 12 14 64 まずはAちゃんが生きていてよかったなと思いました。何気なく足元に出来た水たまりを
見たら血まみれの自分がいたこと。不気味に思ったため、その場から離れようと思った
瞬間、事故ってしまう。怪談とかでよく聞く、未来の自分の姿が映る鏡の話に似ているな
と思いました（水たまりは鏡みたいになると言いますしね）。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員B 12 13 12 10 10 57 水たまりの歪みでそんな風に見えたのかなって思ってしまいましたが事故で顔に大怪
我をおったとなると関係性を感じてしまうと思いますが気のせいだと思います。見せるな
らそんな直前じゃ無いと思いますよ。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員C 15 14 16 12 14 71 これから起こる事故をまるで暗示したかのようなお話、もし自分に当てはめたとしたらそ
の異変に気づいて回避出来たらなぁと考えさせられました　その唐突な急展開に鋭さポ
イントを高めにしました、夜中に水を溜めた桶に剃刀を咥えて顔を覗き込んだら未来の
結婚相手が浮かび上がるという都市伝説を思い出しました。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員D 7 6 6 9 6 34 水溜まりに写った顔が自分の不幸を暗示してしていたのでは、という話はたまに聞く。し
かし、この話の場合車に正面衝突され入院するほどの大事故になっているのに入院程
度で済むのか？車から彼女の姿は見えていなかったのか？車道のど真ん中でもある
いていたのか？など、不可解な多くて不気味と言うより消化不良を起こしてしまった。昼
間降った雨の影響で、人の顔が写り込むほどの大きな水溜まりが深夜残業終わりの時
間まで残っているだろうか。状況の描写がおざなりになっている気がするので一度自分
で状況をよく考えてから書いていただきたかった。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員E 20 20 20 18 20 98 短い文章なのにうまく纏まっていて、この怖さは、トラウマ級の怪談でした。怖さ、鋭さ、
新しさ、意外さを高くしました。水たまりに映る赤ちょうちんと自分の顔が重なった時に血
まみれの様に見える光景。自分が水たまりを覗き込むのを想像してゾッとしました。今
後、雨の日に必ず思い出すと思います。安易に水たまりを覗かないようにしようと思い
ました。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員F 12 12 10 8 12 54 日中に降った雨によって出来た水たまりに自分の顔が写り、その顔が数秒後に起こる
自分の未来を写していた、というのは怖いですね。長編ではそれ程気にならない誤字や
脱字でも、ショートの場合はどうしても目立ってしまうので、投稿前に再度確認されると
いいと思います。視線を水溜まりから目の前に移したところ、という部分は、視線を水た
まりから上げたところ、眼前に車がガシャーンと…という風に書くと、よりナチュラルだ
し、怖さもアップ出来ると思います。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員G 15 10 14 10 15 64 深夜というワードや赤提灯の情景描写がとても気になり冒頭からグッと引き込まれたお
話しでした。水たまりに反射した赤提灯の光で顔が赤くなる事はまぁあるだろうなぁと思
いながら読み進めていたのですが、まさかその後のオチが…怖すぎる！そんな事に繋
がるの⁈とゾッとしたのと、話に意外性を感じたので評価を高くしました。きっと大変な事
故に繋がるまでほんの数分の出来事だっと思うのですが、なかなか濃い描写だったの
で恐ろしくもあるのですがら怪談としては面白いお話しだったと思います。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員H 15 5 5 5 10 40 歩く速度のようなゆっくりなスピードで、読者を恐怖に堕としていく文体が素晴らしい怪
談。赤提灯、照らされて赤くなった水たまり、血まみれの顔。「赤色」で展開した事で途中
でブレる事なく1本の軸に絡んだ読みやすい怪談になっていると思います。怪談らしい
怪談で上手くまとまっている点は素晴らしいです。雨上がりに思い出すと嫌な気持ちに
なる、読者に刺さる怪談だと思います。オチまで整いすぎている怪談文章がゆえに、目
新しさを感じ無かったのが少々残念です。実話ならツラい。

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員I 13 12 13 10 12 60 水たまりが予知したのでしょうか。しかもちょっと先の未来。遠く無さすぎて防ぎようもなく
ただただ救われない。Aちゃんのお顔が綺麗に再生されるといいのですが。。。雨の日
がちょっと怖くなってしまうお話でした

58 未来を映す水鏡 落合ちゃん 一般審査員J 17 10 3 3 8 41 昔よく都市伝説でその類の話を聞いたことがあり怖いなと感じましたがよくある展開に
あまり意外さは感じなかったです。

合計 138 114 113 97 121 583

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員Ａ 14 11 12 12 11 60 真夜中にカーテンの上からおかっぱの女の人がのぞき込んでいる描写は怖い。なん
で、入院するたびに塩を持ってこいというようになったのかというエピソードがどこかに
入っていればもっと深みを増すのかなと思いましたが、これだけでも怖さは十分伝わる
と思います。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員B 12 10 10 12 12 56 明日も塩持ってきてっていうのが気になりました。霊に対して塩って使い切りなんです
か？一度使ったら取り換えなきゃいけないとか決まり事があるならいろいろ教えて欲し
いですね。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員C 14 14 13 16 14 71 母は強し？冷静ですね塩はやはり結界のような効果があるようで、不思議ですよね生
前人間は塩をとくに嫌がったり触れないという事は無いのに何故亡くなった.途端に触れ
る事すら難しくなるのでしょうか？冷静なお母さまにユーモアと霊への対応には新しさが
あったのでポイント高めとしましたこの他にもまだエピソードが有りそうですね　

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員D 10 6 8 10 8 42 目が悪いことと今回の話に何か関係があるのだろうか、と疑問に思ったが霊感が強い
人は目が悪くても怪異ははっきり見える、という話を思い出してなるほど！と思った。
カーテンが結界になるほど塩の効果があるのは疑問だった。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員E 15 15 15 15 10 70 お塩の効果をあらためて実感しました。怖い展開が無かったので、点数を付けるのが難
しいお話でした。お母さんが入院する時に必ず塩を持って行くには、何かしらの切欠が
有ったと思うので、そこを書いて欲しかったです。私も入院するときには塩を持参したい
と思いました。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員F 9 8 9 9 9 44 霊を祓ったり御守りとして塩をかぶる、舐める、携帯する、という話はよく耳にしますが、
やはり効果はあるのですかね。このお話の中でも霊は現れたものの、すぐ側までは来
なかった、という事なので塩のおかげだったのでしょう。ただ、おかっぱ頭の女の人が手
を振ったら振り返した、というところは、怖さよりもなんだかほのぼのするような印象を受
けてしまいました。でも、案外そういうものの方が実際には怖いのかもしれませんね。母
はとても霊感があるので…の部分を、母はとても霊感が強く、という表現を使うと鋭さも
出せるかな、と思います。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員G 15 10 10 10 10 55 まず病院というワードで既に何か起こりそうだなぁ…と思わせる怪談。又盛り塩等に関し
てもやり方や効果など諸説聞きますが、今回のお話しに関しては霊を払い除けるのに
は効果があったんだなぁ…と思わせる内容。一旦読み終えた後はそこまで怖さが残らな
かったのですが、その後色々と内容を考察していった時に“おかっぱの子が笑顔で手を
振っていた”という件に、変な不気味さを感じ怖さの点で評価を上げました。笑顔は本当
の笑顔なのか、それともその裏に何か隠されているのか…怪奇な現象の中の笑顔ほど
怖いものは無いなぁと感じたお話しでした。お母さんはとても霊感がおつよいみたいな
ので、多々経験してそうですよね…他のお話も聞いてみたいですね。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員H 5 5 5 10 10 35 ほっこり怪談としては、とても高く評価できました。笑って手を振り返したチャーミングな
様子は可愛いと思いました。ただ、とても霊感があるのに、恐怖の対象とコミュニケー
ションをとる様子は違和感を感じました。怪奇宴の怪談としてはインパクトが薄い印象で
す。病院のカーテンの上から〜の怪談は、過去にいくつか読んだ事があったので私に
は新鮮に感じませんでした。ぜひ他の「病院のカーテンの上から怪談」を読んでみてくだ
さい。とはいえ、実話なら塩を持っていない他の患者さんが心配になりますし、霊が選
別しているとすると恐ろしいですね。

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員I 13 10 10 10 10 53 お母さんは目が悪いのに２メートルの高さの女の子がはっきり見えたとこが怖いです。
しかも２メートルくらいの高さがあることがお母さんにはわからないのに。。。手を振りか
えしたとこは可愛いかと。塩の力はすごいですね。お母さんをしっかり守ってくれてて良
いと思います

191 入院先に塩 ポラリス 一般審査員J 18 15 18 3 16 70 リアル味がありとても怖かったです。塩持っておいて良かったですね。おかっぱの女の
人に反応して連れて行かれたりしなくて良かったです。

合計 125 104 110 107 110 556

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員Ａ 8 8 10 10 10 46 怖くはないけど、なんだか温まる話ですね。自動で流れる手洗いは怪談あるあるだけ
ど、人の気持ちに反応して水が流れるのはちょっと意外だなと思いました。怪談だとは
思わないので全体的に点数は低めにしています（それでも、新しさやユーモア、意外さ
のある話だったのでそれぞれ点数は高くしています）。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員B 11 11 11 12 11 56 その手洗いが自動で水が出る蛇口では無いのなら、それは心霊と言えますがセンサー
付きの蛇口ならほぼ心霊とは関係ないて思います。しかし、ポジティブに受け取るのは
すごく素晴らしいと思いました。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員C 10 10 12 13 12 57 すいません私には何も怖さは感じませんでした、センサーが反応しない？そういう時も
あります 飼っているワンチャンがまるで喋ったとはしゃいじゃう飼い主に近いのかなぁー
という感想でした それ以上でもそれ以下でもないです、ただそういった妄想や発想は人
生において必要な感性ですのでこれからももっと日常の違和感や不自然に目を向けて
行って欲しいです

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員D 5 10 10 10 11 46 怖さはない話だったが、この現象が投稿者にだけ起きているのか、他の人にも起きてい
るのか興味は湧いた。労っているのかは不明だが、不幸を楽しんでからかっているので
は？という見方もできると思うが、投稿主がポジティブに捉えているようなのでそこは人
それぞれ解釈があってもいいと思う。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員E 10 15 10 20 10 65 怖さは感じられなかったのと主人公も怖いというより励まされている様子なので、怖さを
低くしました。主人公以外の人が使用した時はどうなのかを書いて欲しかったです。「生
きとったんかいワーレー！」が面白かったのでユーモアを高くつけました。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員F 9 9 10 14 10 52 「生きとったんかいワーレー！」と言われた気がする。この文面だけで非常に面白く、こ
の一文だけでユーモアさ、の評価値は爆上がりです。水が勝手に出る事で労われたよ
うな気分になったり、「ありがとう」と呟いた、というところでは投稿者さんの人柄が窺えま
すね。実は、私が勤めている職場の食堂の手洗いも、同じように手を差し出すと自動で
水が流れる仕様で、誰もいないのに勝手に水が出る事があります。なので、怖さ、という
部分では残念ながら評価値が低くなってしまいました。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員G 15 10 15 15 13 68 現象はとてもビックリする様な事で、おどろおどろしい怖さでは無いものの、そんな事が
おきたら驚きますよね！でもそれがしょっちゅうでは無く、体験者が感じる絶妙なタイミン
グで水が流れる…不思議ですよね。でもよくそれに気がついたなぁと思いました。その
不思議でビックリする様な体験ではありますがホッコリした捉え方で、読み手の私も少し
笑ってしまいました。日常のふとした瞬間の怪異でも捉え方で労われてると感じれるの
は良いですね！確かに“トイレの友達”ですね笑

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員H 5 5 5 10 5 30 ソレは善なのか、悪なのか。2つの解釈が並行して怖い怪談。怪異とコミュニケーション
を投稿者がポジティブな様子で書かれているからこそ、深読みしてしまいました。トイレ
の花子さんのようなものを想像しながら読みましたが、ほっこり暖かい怪談なのか、すで
に憑かれてしまった怪談なのか。「怖さ」は弱いですが読み手によって解釈の温度が変
わるこの怪談は、おもしろく新鮮に感じました。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員I 10 10 13 15 15 63 勝手にお水が流れるとか心霊かと思ったらまさかの心温まる的な。。。素敵な水道さん
ですね。いつまでもそう思わせてくれる水道さんでいて欲しいと思います。そして「ありが
とう」と思えるのもとても素敵です。

80 トイレの友だち ナジラネ 一般審査員J 5 5 20 18 20 68 怖いというよりもほっこりした気持ちになりました。投稿主さんを見守っている、気にかけ
ているような優しい幽霊？もいるのだと感じました。話もわかりやすく新しいと感じて点
数を高くつけました。

合計 88 93 116 137 117 551

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

76 育っていたモノ M 一般審査員Ａ 10 10 12 10 12 54 怖いというよりも気味が悪い話でした。黒い物って人の念なんだろうか？よくわからない
けど、投稿者に何もないことを祈ります。塩はやっぱり便利。頭からかければ浄化され
ている感じがあるので、一回お祓いとかしたほうがいいかなと思います。新しさ、ユーモ
ア、意外さは得点を高くしています。

76 育っていたモノ M 一般審査員B 10 10 10 10 10 50 稀に生理の血が固まったりして、そういう肉片に見えるものが出る時あるのを聞いたこ
とがあります。大丈夫です。なんでもないので、気にしすぎは良く無いですよ。

76 育っていたモノ M 一般審査員C 14 12 17 13 15 71 怖さよりも先に怨念じみたいや〜なねっとりとした不気味さを強く感じました何の因果
か？メッセージか？ソレが自分から出てくるのは衝撃です 一応手を合わすのがいいの
かなと感じました、そしてこの出来事がきっかけで次回はより人の形に近いナニカがぼ
とりとこぼれ堕ちたらとしたらと妄想したらよりゾッとしました

76 育っていたモノ M 一般審査員D 13 8 15 11 12 59 シンプルに気味が悪い話だった。その謎の肉片をどうしたのか書いてないのも気持ちが
悪い。触りたくもない気持ちは分かるがそのまま放置するわけにもいかないだろう。怪
談を投稿したから体調が悪くなったと言いたいのか生理痛でもともと体調不良だったの
かよくわからない。怖い方に寄せていたら怪談を投稿し終えて更に体調が悪くなった、と
書いてあったらもっと読みやすかったと思う。初めが少しくどく感じたのがもったいない。

76 育っていたモノ M 一般審査員E 5 5 5 5 5 25 デリケートな題材で採点が難しいです。人の好みによると思いますが…フィクションだと
しても、これを怪談話として投稿してくるのは気味が悪いと言うより不快な話でした。  

76 育っていたモノ M 一般審査員F 13 10 13 12 12 60 書き出しがまず、リアルな感じで面白いと思いました。まさに、今起こった出来事、という
感じが伝わります。自分は足まで痛くなって歩けない程の生理痛というのは経験した事
がないのでわかりませんが、起き上がれないような痛みはよくわかるので、辛そうだな、
と(苦笑)。肉片のようなグニョグニョした物は、グロさ、という点でも怖いですね。塩をか
ぶる事で手足の痛みがなくなった、という事はやはり…という事なのでしょうか。文体も
非常に読みやすかったです。

76 育っていたモノ M 一般審査員G 10 10 10 10 10 50 なんとも言えない不思議なお話しですね…正直あまり怖さは感じられなかったのですが
「何かが育っている」と感じたのはどの辺なのか？肉片がお腹の中にあったのか？育つ
というより「入られている⁈」と私は感じたお話しでした。生理的な身体の現象で考え過ぎ
⁈にも思えるお話しではありましたが、その後体験者さんに何か無ければ良いなぁとも思
いました。塩を使った除霊などを試みている様な描写がありましたが、すごく切羽詰まっ
て必死なのが伝わりその部分には焦りの中に怖さが少しかんじられました。

76 育っていたモノ M 一般審査員H 10 15 5 5 10 45 吉原の実体験が気になりすぎる…その影響で胎内にナニカが育ったの！？！？と考察
したくなるキャッチーな文頭に後ろ髪を引かれました。重い生理痛だけでも嫌な1日なの
に、気持ち悪い肉片のようなものが体から抜けた途端痛みが無くなるという何とも気持
ち悪い日になってしまった内容が、擬音も交えてうまく文章にまとまっている怪談だと思
います。「吉原の実体験」「いつもの様に塩」と匂わせが上手すぎる。ぜひ他の実体験も
聞いてみたいです。

76 育っていたモノ M 一般審査員I 15 10 10 10 10 55 吉原ということは風嬢ということでしょうか。妊娠に気づかず過ごしていたということは仕
事において避妊をしていなかったのでしょうか。彼氏さんがいらして彼氏のお子さんだっ
たのか前者であればそこが一番ゾッとしました。しかも胎児らしきものに塩をかけるとい
う。。。正気では無くなっていたのでしょうか

76 育っていたモノ M 一般審査員J 18 18 18 3 20 77 実体験の話でわかりやすく出来事が伝わり想像もしやすかったです。生理痛が酷く身
体の調子も悪い中での恐怖体験は精神的にくるものがあるだろうなと感じました。

合計 118 108 115 89 116 546

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員Ａ 5 5 5 5 5 25 チェーンメールの類の話だと思うけど、正直何が言いたいのか分からない話だった。文
字に命があるという発想は分かるけど、それが災いを呼び寄せるとかでもない。自分の
感情がそうさせているだけなのかなと思いました。全体的に得点は低くしています。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員B 15 13 12 13 13 66 何がもう遅いのか？見た人にそれぞれ思い浮かべさせて、恐怖感を煽る手法はまさ
に、呪いですね。逆に今なら間に合うっていう呪いもありますから、気をつけてください
ね。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員C 14 14 15 13 16 72 言葉は生きている、日本では古来よりそれを言霊と言います 一度口にしてしまった言
葉で取り返しのつかない状況になってしまったり、また言葉一つで救われる場合もあり
ます、決して大袈裟ではなく言葉一つで生死が決まる事も有り得ます。そして何気ない
言葉でも時としてそれは呪言にもなります、自分が何とかしないとならないという見えな
い恐怖に容易に支配される…いい怖さを感じました

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員D 5 4 8 6 2 25 正直何が言いたいのかよく分からなかった。どこが怖いのか私には理解できなかった。
toではなくfromから始まる違和感から既にテンポが崩れ、精神的に「私」を追い込もうと
しているのだろうと推察するが、それで？と後味が悪いというより後味がない。友人に転
送して呪いを広めるのは結局人間で、人の怖さを表したかったのかもしれないがもう少
し工夫した書き方をしていただきたかった。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員E 18 18 20 18 18 92 不幸の手紙やチェーンメールは良く聞く話ですが、呪いについてのアンケートを装って
呪いを掛ける仕組みは新しいと思いました。言霊ならぬ文字霊でしょうか？。直接t的な
呪う言葉では無く「もう遅い」という軽いマイナス思考な言葉でも呪う事が出来る所に怖
さと新しさを感じました。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員F 14 13 15 16 14 72 非常に斬新な切り口で、人に興味を持たせるのが上手い。語りにすると、ちょっと表現
が難しくなってしまう場合はありますが、投稿、あくまで読み物、として捉える限りでは、
非常に面白いし、文章力が非常に高いです。タイトルでまず興味を引かれるし、読んで
いけばいくほどもっと先が気になって更にどんどん読みたくなる。最後、主人公がこの
メールを知人等にも転送した、というところで、主人公のヒトコワ的な部分も感じさせる、
そんなお話でした。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員G 10 10 10 10 10 50 これは昔からある“チェーンメール”的なものでしょうか？私も昔内容は違いますが、そん
なメールや手紙が流行った事を思い出しました。このメールを見た事により特に災いが
あった様でも無かったので、怖さの点では劣っていた様に思います。しかしこのメールに
より投稿者さんの様に言葉の呪縛に囚われてしまう人は少なからずいるんだろうなぁ
と。言霊という様に言葉には力があると私は思っているので、その後囚われた事により
何か災いが無ければ良いなぁと、ちょっと心配になってしまいます。もう少しその後やこ
のメールが送られて来た背景なども含めて話しに膨らみが増すと良かったかなぁと思い
ました。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員H 5 5 10 5 5 30 迷惑メールが横行する現代らしい怪談。私は懐かしいチェーンメール怪談を思い出しま
した。若い人には新鮮かもしれません。登場人物の虚無感が丁寧に書かれており、読
了後の喪失感が読者にも伝染する内容は、とても面白かったです。私も読んで虚無りま
した…。「部屋の壁から〜」と同じ投稿者様で驚きました。なんという引き出しの多さ。多
分、めちゃくちゃ鋭利な怪談を書ける方だと思います。他のお話も読みたい！！すっか
りファンになりました。

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員I 12 12 10 10 10 54 言霊ってやつでしょうか。その言葉によって虚無感が生まれてそれを友人にもって。。。
呪いが発動するメール受け取りたくないですね

95 呪いの存在についての御回答猫科狸 一般審査員J 10 10 5 5 5 35 昔こういうチェーンメール的なものが流行ったなぁ・・という印象で怖さよりも懐かしさが
勝ちました。投稿主の人にそのメールを誰が送ってきたのか、それとも急に送られてき
たのかがわかれば怖さを感じるかもしれなかったです。

合計 108 104 110 101 98 521

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員Ａ 10 10 10 10 12 52 僕も見たことがあるニュース番組ですね。お互いの信号機が青だったのも意味が分か
らない。そして、カメラ目線で不敵な笑みを浮かべる女子中学生。完全に悪意のある霊
の話です。怖い話として成立しているので得点は平均的にしていますが、元ネタがある
ため新しさは10点にしています。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員B 12 12 10 10 12 56 信号がどっも青だったなら交差する道路にも車はいただろうし、直線道路なら車が来る
のは見えていたんじゃ無いかなと思いますよ。ちょっと話の作りが強引すぎますね。何
でもかんでも霊のせいにしちゃダメな話、代表ですね。-

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員C 13 13 13 13 14 66 まるでオーメンのダミアン君のような悪魔的笑みが頭に過ぎりました　真相の方はまる
で分かりませんが、その瞬間に遭遇してしまったら貴方は物語の1人なのかも知れませ
んね いつも何気なく見る光景が悲劇の現場に変わる怖さや気づいた時の鋭さは感じま
した意外な人物や人外でしたら新しさや意外さはかなり高いポイントになってました

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員D 11 5 6 8 7 37 事故現場で不可解な少女がニュース映像などに写り込んでいるのはかなり不気味。彼
女が事故を引き起こしているかのような後味の悪い話で、個人的に好きなジャンルに入
る話だった。しかし、文章の書き方がぶつ切り過ぎて内容が頭に入ってこない。敢えて
漢字ではなく平仮名で書いて不気味さを出そうとしているのか、焦って投稿されたのか
分からないが「読み物」として捉えると文章の書き方を一度見直して、余計なところで怖
さが削られていないかを一度見直していただきたい。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員E 18 5 18 10 10 61 怖いのに文章がまとまっていないのが残念です。怖さ、新しさ以外は低くしました。「冬
用のセーラー服を着た中学１年生らしき女子中学生」は、映像だけで中学１年生を判断
するのは難しいですし「夏なのに…」との記載が有れば冬用のセーラー服への違和感
が際立つと思います。また、最後を「ということです。」で終わらせるのは、尻すぼみに
なってしまって勿体ないと思いました。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員F 9 8 8 8 9 42 お話の着眼点は良かったと思います。歩行者側、車両側、どちらの信号も青だった、と
いう主張と報道映像に映っていた女子中学生らしき人物との因果関係はわかりません
が、カメラ目線で笑っているというのは不気味ではありますね。冒頭の小学生６年生の
…という文は、小学６年生の…とまとめた方がいいと思いますし、全体通して文章がぶ
つ切りになっているので、切らずにもう少しまとめて書いた方が読みやすくなります。最
後の一文も、中学一年らしき、女子中学生が…という書き方をされていますが、映像だ
けで具体的に一年生、とわかるのも不自然に感じてしまうので、女子中学生らしき人物
が…などというように書いた方が話が伝わりやすくいいかと思います。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員G 10 10 10 10 10 50 淡々とした文面。余計な描写が無いのがある意味スッキリはしていたのですが、もう少
し工夫された描写だと怖さが増すお話しだったかなぁ？と思いました。交通事故に纏わ
る怪談は沢山ありますが、やはり最後に出てくる学生がこの世の者では無いのでしょう
か…その子のイタズラ⁈なのでしょうか…。だとしたら何故そんな事を⁈などと色々と考え
てしまいます。その最後の文面“学生がカメラ目線だった件”をもう少し丁寧な描写だと
怖さに深みが増した様に思います。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員H 10 5 8 5 5 33 焦った息遣いが伝わる熱量の高い怪談に感じました。信号機がお互いに青色という、あ
りえない状況も不思議で引き込まれました。報道のカメラ位置がバラバラなのに、すべ
てカメラ目線だったとすると、怖すぎる！！要素を取り出す順番を整理をするともっと恐
怖を感じる内容になったのにー。とおしい気持ちにもなりました。事故がおこった季節が
夏なら「冬用のセーラー服」が映えますし、「ふてきに笑っている」の使い場所、報道のカ
メラの設置場所に関する情報など、少し説明を工夫する事でもっと鋭利な怖さを持った
文章になると感じました。

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 ちょっと意味がわからないです。信号がどっちも青だったこととセーラー服は何か関係あ
るのでしょうか。急に現れたセーラー服信号はただただの故障で事故はたまたまで。。。
たまたまセーラー服の子がカメラに映っていたとのことでしょうか。全体的に疑問しか残
らなかったです

73 今も話題になってるんです。わんだあじげん 一般審査員J 15 12 10 3 13 53 信号が両方とも青というあり得ない出来事やカメラ目線の少女の存在がとても怖いと感
じました。その少女が何かしらやったのかなぁ・・と想像するとなお怖いなと感じました。
想像がしやすい話でよかったです。

合計 118 90 103 87 102 500


